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はじめに

　本稿では、平成28年度に実施した特許出願動向調
査のうち、スマートマニュファクチャリング技術と
人工臓器とについてご紹介します。
　スマートマニュファクチャリング技術は、いわゆ

るIoT技術の活用の一種であり、工場内の設備等に
情報通信技術及び情報処理技術を取り入れて工場の
生産性の向上や新しいビジネスの創造を目指す技術
です。IoT技術の応用分野の中でも工場におけるIoT
活用は最も経済効果が高いと予測されており、注目
度が高まっています。
　また、人工臓器とは、体の機能が欠損した部分や
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機能を補うために人工的に作り上げたものの総称で
す。医療機器の世界市場において、日本企業の製品
が占めるシェアは低いものの、iPS細胞などの未分
化細胞利用技術について優位性を有する日本は、人
工臓器分野において外国に対して、巻き返しを図る
ことが期待されています。
　本稿では、スマートマニュファクチャリング技術
と人工臓器とのそれぞれについて、調査結果に基
づいて、市場動向、政策動向、どの要素技術に注力
して技術開発が行われているかを示す特許出願動向、
研究開発動向を説明し、それらの動向を踏まえた今
後の技術開発の方向性等に関する提言を紹介します。

Ⅰ　スマートマニュファクチャリング技術

１．調査目的及び技術概要

スマートマニュファクチャリング技術とは、い
わゆるIoT技術の活用の一つであり、「工場内の設
備等に情報通信技術及び情報処理技術を取り入れ
て工場の生産性の向上や新しいビジネスの創造を
目指す技術の総称」とされ、生産ラインにおける
個別の製造条件や製造機器のログデータ等、これ

まで活用しきれなかったデータを、収集・分析す
ることで、生産性、生産管理の向上及びサービス
化を図るための技術等の向上につなげることが可
能となる技術です。

2013年、独国がスマートマニュファクチャリン
グ技術に関する一大プロジェクト”Industrie 4.0”
を本格的に始動し、2014年には、米国でインダ
ストリアル・インターネット・コンソーシアム

（IIC）が立ち上がりました。以降、スマートマニュ
ファクチャリング技術に関し、業界を巻き込んだ
動きが加速しており、スマートマニュファクチャ
リング技術に関する特許の動向を調査し、技術革
新の状況、技術競争力の状況と今後の展望につい
て検討する必要がありました。

そこで、本調査ではスマートマニュファクチャ
リング技術における技術発展状況、研究開発状況、
日本及び海外の技術競争力、産業競争力を明らか
にし、日本企業及び政府機関が取り組むべき課題、
今後目指すべき研究・技術開発の方向性を検討す
るべく、市場環境、政策動向、特許出願動向、論
文動向について調査を行いました。
「スマートマニュファクチャリング技術」の調査

の対象範囲を図１に示します。図１では、「スマー

図１　調査対象範囲（技術俯瞰図）


